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＜本号におけるけいはんなのトピック＞ 

○日中産学公連携事業・環境訪中ミッション2008派遣 

 

・弊センターは、2008年10月13日～18日、京都府、京都大

学他との共催で、官民代表団を中国に派遣しました。 

・北京市中関村科技園区管理委員会(2005年、学研都市と交流・連携

協定を締結）、および清華大学(京都大学と協定締結)を訪問。省エ

ネや環境技術に関する意見交換を行うとともに、日中の関

係企業による商談会も開催しました。また、京都府と姉妹

関係にある陝西省西安市、宝鶏市、咸陽市を訪問しました。 

 

＜今回の成果＞ 

・①京都府と陝西省の間で「環境ビジネス交流の推進に関す

る覚書」を締結。両府省の産学公が連携して、環境関連企

業の企業交流を推進するための枠組みが構築されました。 

この覚書を具体化する先行モデルとして、宝鶏市長の立

会の下、宝鶏市人民政府環境保護局、陝西聖

竜製紙有限公司と、日本の鈴木産業（株）の

３者が覚書を締結する等の実績が上がりま

した。 

 

・②「中関村環保促進中心（センター）」と連携

し開催した企業商談会や陝西省との会合に

て、商談が進展。日本企業の環境関連機器の

販売や技術提携、販売提携などの商談が具体

化しました。 

（商談件数23件、うち成約見込み７件） 

 

＜今後の取り組み＞ 

・京都企業による中国の環境課題解決の成功モ

デル事例として、成果を上げるために、共同

調査・提案を実施するとともに、2009 年１月に、訪日ミッションを受け入れ、今回の成果を受

けた着実な進展と深化を図ってまいります。 

 

＜本件に係るお問い合わせ先＞ 

けいはんな新産業創出・交流センター 井上 

TEL: 0774-98-2230  FAX: 0774-98-2202 
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＜本号の注目企業・関西Ⅰ＞（大阪中小企業投資育成㈱からのご紹介） 

○株式会社 表面処理システム 

 ・創業：1983年 

 ・資本金：7050万円 

 ・代表：代表取締役 西尾孝男 

・特筆事項：2007年度 経済産業省・中小企業庁「元気なモノ作り中小企業300社」選定 

経済産業大臣から「特定研究開発等計画」認定、平成19年度基盤技術高度化支援

事業採択 

2007年、池田銀行ニュービジネス助成金地域ビジネス推進賞を受賞 

自動車足回り部品への電着塗装設備が、トヨタ、ホンダ、日産をはじめ、GM、Daimler 

Chrysler、Volkswagenなど主要自動車メーカーの認証を取得。 

 ・事業内容：半導体・自動車部品の2大分野を中心に、各種の表面処理装置を提供。 

 

＜注目点＞ 

・半導体・自動車部品などのメッキ・塗装を行う機能的表面処理加工装置の設計・製作・量産立

ち上げ・生産管理指導を一貫して行う。 

・表面処理・生産、双方の技術に精通。環境・省エネに配慮、高品質かつ広さに合う装置を開発。 

・顧客ニーズにきめ細かに応じた装置を開発。自動車や半導体関連大手企業でも導入済。導入に

より、メーカーの表面処理工程の内製化が促進され、工程管理の向上やコスト低減に貢献。 

 

＜製品例＞。 

・フレキシブル基盤（ＣＣＬ）は、薄型化、高精細化のために、従来の３層材から、接着剤層の

ない２層材が主流に。２層ＣＣＬの既存の製法のうち、キャスティング法やラミネート法は、

薄膜化に限界のある一方で、スパッタ／めっき法は、任意厚みの導体層が可能な点を期待され

ていたが、従来の技術では、品質・コスト面に難があり、六価クロム排出の問題もあった。 

・独自の技術によるスパッタ/めっき法によりクロムを利用せず、コスト面でも優位な次世代型

クロムレス２層ＣＣＬの生産法「サーメックＳ，Ｗ,Ｈ」の開発に成功。①クロムレスシード

層により、密着性、耐熱強度が向上、②エッチング残渣のない、高精細対応パターン基盤を

実現、③従来のNi-Cr系シード層に比べ、高周波特性に優れ、④アディティブ法２層ＣＣＬの

実現により、さらなる基盤の薄型化が可能に。 

 

＜連絡先＞ 

住所：〒578-0901 大阪府東大阪市加納6丁目    

7番24号 

TEL.072-816-1230  FAX:072-816-1231 

URL：http://www.mfs-net.co.jp/ 

担当：商品事業部  近藤 

E-mail: masatoshi_kondou@mfs-net.ne.jp 
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○ 株式会社 大阪電子科学技術研究所 

・設立：2005年 

 ・資本金：3000万円 

・代表：代表取締役社長 大薗敏雄  

・特筆事項：2005 年、中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措置法（創造法）認定。

大阪大学・吉野勝美名誉教授との共同研究によるＪＳＴ資金を活用した大学発ベ

ンチャー。 

・事業内容：液晶電気光学効果の精密測長技術としての実用化に、世界で初めて成功。液晶電

気光学効果により、光の直進性と透過強度が低電圧で制御できることを応用し、光

センサの出力から、ナノメートル単位の移動量を検出できる精密測長器を開発。 

 

＜製品例＞ 

・半導体測定位置決め装置を開発。 

・複雑で特殊な光学系は不要。現有のサーボに目標を直接指示できる機能が有り、高速高精度

測長が可能。次世代の半導体生産装置、光・ハードディスク欠

陥検査装置、レーザー工作機械、非接触３次元測定装置等の精

密位置決めへの利用が期待される。 

 

 ・従来の光学式測長器の限界＝再現性精度±40nm、測定長 70mm を
大幅に上回る再現性精度±10nm、測定長120mmを実現。 

 

・絶対位置の検出が可能なため、正逆転時のミスやチャタリングに

よる誤差が生じない。振動でずれやすい光学式に比べ、環境ノイ

ズに非常に強い。 また、温度変化にも強い。(環境温度0～40℃、

耐振性1.5Gの環境下で再現性精度±10nmを検証) 
 

・価格も、機構が複雑な光学式よりも安価に。 

 

＜連絡先＞ 

〒525-0041 滋賀県草津市青地344番地 

TEL＆FAX：077-566-3248 

URL: http://www.osaka-denshi.co.jp/ 

担当：代表取締役 大薗  E-mail:  ozono@osaka-denshi.co.jp 
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＜本号の注目企業・関西Ⅱ＞（新産業創造研究機構(ＮＩＲＯ)からのご紹介） 

○サイエンティフィックテクノロジーズ有限会社  

 ・創業：2003年 

 ・資本金：300万円 

 ・代表：代表取締役 村尾良男  

・特筆事項 

＊平成17年度「兵庫県ＣＯＥプログラム推進事業」「超省エネ型リニア駆動機構の開発」採択

（平成18年度継続） 

＊2006 年、近畿経済産業局により「２段階作動方式リニア駆動ユニットの実用化」研究が、

平成18年度「戦略的基盤技術高度化支援事業」に採択 

＊2008年(財）ひょうご産業活性化ｾﾝﾀｰにより「チャレンジ企業」「成長期待企業」に認定。 

＊同年、ＮＥＤＯ(独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構)の研究に、『小型ロボ

ットに有効な自動減速型電動アクチュエータの調査研究』が採択 

＊事業内容：試験装置等、精密機械の製造販売 

 

＜注目点＞                                          

・兵庫県立工業技術センター、神戸高専

と共同開発した「自動変速クランプユ

ニット」は、自動車等の生産ラインで、

加工のために部品を押さえ固定する

装置。 

 

・従来の同種装置のうち、高圧空気で部

品を押さえるものは、動力源のコンプ

レッサーの電力消費量が大きい。また、

電動モーターで押さえる手法は、変速

機が必要で、装置が増大するデメリッ

トがあった。 

 

 ・本製品は、駆動部分に作動機構のネジを使い自動的に押さえる力を調節。押さえるまで圧力

を小さく、押さえる段階で大きくすることが可能。圧縮空気を使う方法に比べ、消費電力が

95％減少。高齢者の立ち上がり補助や、クレーン車の固定脚等にも、幅広い応用が可能。 

 

＜連絡先＞ 

住所：〒652-0884 神戸市兵庫区和田山通1丁目2-25 D 217A 

TEL 078-652-4188 FAX 078-754-9316 

URL：http://www.sci-tech.jp/ 

担当  村尾  E-mail: info@sci-tech.jp 




